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聖岳と兎岳
（村澤聖子さん撮影）
南信濃須沢から見える聖岳
撮影日：平成２６年３月１５日
皆さまからご応募いただいた作品を
表紙写真に採用させていただいています
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木遣りに合わせてまといを振る消
防団

準大賞に選ばれた小林さん（中央）と田中さん（右） 会場へ向かう受験生（飯田高校校門前）

中央通りをパレードする消防団

１月１６日、優れたビジネスプランを選定し、商工会議

所と連携して起業を支援をする事業の表彰式を行いま

した。体操教室を開く小林大悟さんと、子供服づくりで

起業をめざす田中美香さんが準大賞に選ばれました。

１月１４日・１５日の２日間、大学入試センター試験が行

われ、飯田下伊那の高校生約６００人が受験しました。

今年から飯田高校も試験会場となり、これまで上伊那

地区の会場まで行っていた負担が軽減されました。

１月９日、飯田市消防団員をはじめ、

防災関係団体約９００人が集まり飯田

市消防出初式が盛大に行われました。

飯田文化会館では式典が行われ、

各種表彰などがありました。終了後、参

加団体が団旗やまといを持ち、市街地

をパレードしました。

りんご並木三連蔵前では、まとい振

りなどが行われ、防災意識を高め、市

民の皆さんの安全・安心を願いました。

安全・安心な１年を
飯田市消防出初式

飯田市起業家ビジネスプランコンペティション
伴走型の起業支援

飯田で初のセンター試験
地元会場の安心感
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全員で小学校校歌を歌う（川路地区）

タブレット端末で会場の皆さんも参加したパネルディスカッション

友人と記念撮影（松尾地区）

かいのせ しげる

１月８日、今年度成人を迎える１,２３１人

（平成８年４月２日～平成９年４月１日）生

まれ）を対象に、飯田市成人式が、公民

館など市内１６カ所で行われました。

各地区では、新成人を中心とした実

行委員会が組織され、恩師からのビデ

オレターなどの企画や、当日の運営も担

いました。地域の方々も、伝統の太鼓や

獅子舞、手料理などでお祝いするなど、

各地区で、それぞれ特色ある成人式が

行われました。

１月１４日、シンポジウム「子どもたちが輝く　学校と地域

が協働する小中連携・一貫教育」を開催し、今年度中に

市内全２８校で導入を進めている「飯田コミュニティス

クール」の可能性や、現在市内全学校区で取り組んでい

る「小中連携・一貫教育」の実践を共有しました。

元三鷹市教育長・現文科省参与の貝ノ瀬滋さんの講演

学校と地域の協働による教育
小中連携・一貫教育シンポジウム

飯田市成人式
新成人の活躍を願う
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市 

長
　牧
野
光
朗

み
な
さ
ん
、
甲
状
腺
っ
て
ど

ん
な
も
の
か
知
っ
て
ま
す
か
？

体
の
ど
こ
に
あ
っ
て
、
ど
ん
な

働
き
を
し
て
い
る
か
、
知
っ
て

い
る
人
は
意
外
に
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

甲
状
腺
は
首
の
甲
状
軟
骨

（
の
ど
ぼ
と
け
）
の
す
ぐ
下
に

あ
り
、
蝶
が
羽
を
広
げ
た
よ
う

な
形
を
し
た
重
さ
２０
ｇ
ほ
ど
の

小
さ
な
臓
器
で
す
が
、
大
事
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
甲
状
腺

で
作
ら
れ
た
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

は
血
液
を
介
し
て
体
中
に
運
ば

れ
、
全
身
の
新
陳
代
謝
を
活
発

に
し
、
ま
た
発
育
・
成
長
に
も

深
く
関
与
し
て
い
ま
す
。

甲
状
腺
の
病
気
は
、
甲
状
腺

が
全
体
的
に
腫
れ
る
も
の
と
し

こ
り
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
い
ず

れ
も
男
性
よ
り
女
性
に
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

甲
状
腺
の
し
こ
り
は
、
良
性

と
悪
性
（
が
ん
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
良
性
の
方
が
圧
倒
的
に

多
く
、
甲
状
腺
の
し
こ
り
の
大

部
分
は
腺
腫
様
甲
状
腺
腫
と
い

う
良
性
の
し
こ
り
で
す
。
エ
コ

ー
検
査
あ
る
い
は
細
胞
診
（
し

こ
り
に
注
射
針
を
刺
し
て
細
胞

を
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
調
べ
る

検
査
）
で
こ
の
し
こ
り
と
診
断

さ
れ
た
場
合
、
一
般
に
手
術
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

が
ん
は
、
乳
頭
が
ん
、
濾
胞

が
ん
、
髄
様
が
ん
、
未
分
化
が

ん
の
４
つ
に
分
け
ら
れ
、
９０
％

は
乳
頭
が
ん
と
い
う
比
較
的
お

と
な
し
い
性
質
の
が
ん
で
す
。

乳
頭
が
ん
で
あ
れ
ば
、
手
術
の

み
で
完
治
が
期
待
で
き
ま
す
。

濾
胞
が
ん
、
髄
様
が
ん
に
関
し

て
も
術
後
の
再
発
率
は
そ
れ
ほ

ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
髄
様
が

ん
の
中
に
は
遺
伝
性
疾
患
の
一

型
と
し
て
発
症
す
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
未
分
化
が
ん

は
非
常
に
進
行
の
速
い
が
ん

で
、
治
癒
に
導
く
効
果
的
な
治

療
法
は
な
く
、
診
断
確
定
後
の

余
命
は
数
カ
月
程
度
で
あ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
近
年
未

分
化
が
ん
に
対
す
る
分
子
標
的

治
療
薬
が
開
発
・
認
可
さ
れ
た

た
め
、
治
療
成
績
の
向
上
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市立病院　乳腺内分泌外科

新宮聖士  医師

甲
状
腺
の
し
こ
り

そ
の 

１４５

ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
（
よ
り
良
い
復
興
）

１２
月
２２
日
に
発
生
し
た
糸

魚
川
の
大
火
で
は
、街
中
の
家

屋
１
４
４
棟
を
含
む
約
４
万

平
方
メ
ー
ト
ル
が
焼
損
し
ま

し
た
。
改
め
て
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
７０
年
前
の
昭
和
２２

年
に
飯
田
の
大
火
を
経
験
し

て
い
る
当
市
に
と
っ
て
、
本
件

は
と
て
も
他
人
事
と
は
思
え

ず
、
２７
日
に
は
危
機
管
理
室

の
職
員
に
、
復
興
の
協
力
を

申
し
出
た
私
の
親
書
と
見
舞

金
を
現
地
に
届
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。

こ
の
大
火
の
翌
日
は
天
皇

誕
生
日
で
し
た
が
、
天
皇
陛

下
は
記
者
会
見
に
お
い
て
、

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
１１

月
の
当
地
へ
の
行
幸
啓
に
触

れ
ら
れ
、
飯
田
の
り
ん
ご
並

木
に
つ
い
て
は
、戦
後
間
も
な

い
時
期
に
「
『
ビ
ル
ド
・
バ
ッ

ク
・
ベ
タ
ー
』
が
既
に
実
行
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
」
と
お
話
し
に
な
ら
れ
ま

し
た
。こ
の「
よ
り
良
い
復
興
」

を
意
味
す
る
言
葉
は
、
災
害

復
興
に
お
い
て
被
災
前
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
く
考
え

方
を
表
す
も
の
で
す
が
、広
く

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
こ
こ
十
年
位
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

り
ん
ご
並
木
は
市
に
と
っ

て
大
火
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す

が
、国
に
お
い
て
も「
ビ
ル
ド
・

バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
」の
先
進
事

例
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、糸
魚

川
に
お
い
て
も
そ
う
し
た「
よ

り
良
い
復
興
」
が
一
日
も
早

く
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

止
み
ま
せ
ん
。

せ
ん
し
ゅ
よ
う
こ
う
じ
ょ
う
せ
ん
し
ゅ

ろ
ほ
う

ず
い
よ
う
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憧れている職業

私
の
健
康
法

先月の 橋爪直之 さん（南信濃）からのリレー

ま
つ
し
た

よ
し
こ

松
下
淑
子
さ
ん
（
松
尾
）

最
近
な
に
か
と
話
題
の
菌
活
で
す
。

菌
活
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
が
？

菌
活
と
は
、カ
ラ
ダ
に
良
い
働
き
を
す
る
菌

を
食
事
か
ら
と
り
入
れ
る
こ
と
な
ん
で
す
。

菌
活
で
善
玉
菌
を
増
や
し
て
、
腸
内
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
、
美
容
と
健
康
の
両
方
に

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

菌
に
は
ど
ん
な
菌
が
あ
る
の
か
？
ず
ば
り

菌
（
き
の
こ
）
類
き
の
こ
そ
の
も
の
が
菌
で
あ

り
、
菌
を
ま
る
ご
と
食
べ
ら
れ
る
食
材
で
す
。

信
州
は
き
の
こ
王
国
と
呼
ば
れ
る
程
き
の
こ

栽
培
も
盛
ん
で
す
。そ
の
種
類
の
多
さ
も
圧

倒
的
で
す
。
菌
の
チ
カ
ラ
で
腸
ハ
ッ
ピ
ー
に
、

絶
好
腸
な
健
康
生
活
を
是
非
と
も
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。
菌
き
ら
菌
と
輝
く
毎
日
の

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

さかきやま ともき

榊山智輝 さん
（千代小６年）

将来は電力会社の職員になって色々な場

所へ電気を送る仕事をしたいです。理由は、

二つあります。

一つ目は、ぼくのおじさんも電力会社の職

員だからです。ぼくのおじさんは、電気の事

についてよく知っていて、ぼくの知らない事を

教えてくれるところがとてもかっこ良くて憧れているからです。

二つ目は、これからの電気の使い方を考えることです。電気を

他の事に利用して、もっと生活の中や災害などに役立てるような

物を考えたいからです。

◎１月１日号の「ぼくのゆめ わたしのゆめ」記事に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
（誤）…城田　花凜 さん   （正）…城田　果凛 さん

～ 大学生から
のメッセージ ～

～ 大学生から
のメッセージ ～

学びの宝庫、飯
田学びの宝庫、飯
田

学びの宝庫、飯
田

今回、私は大学の「フィールド研修」の一

環で、飯田市の「ワーキングホリデー」に参

加しました。農業研修は、『市田柿』で有名

な、干し柿農家さんで体験させていただき

ました。そこでは、農家さんや「飯田市」と

いうマチを通して、普段体験することので

きない素敵な時間に出会えました。

一つに、人との深い繋がりを感じること

ができました。お世話になった農家さん

や、農家さんを通じて様々な人たちと出

会い、飯田の人たちの温かさや優しさ、お

互いに協力しあっている姿、助け合う姿が

あって、「とても素敵だな」と思いました。

もう一つは、自然とのふれあいです。私

がお世話になった農家さんのお宅は、標

高６００ｍ程の場所に位置していて、自然

豊かな所で、土地本来の姿を間近に感じ

ることが出来ました。出会った人たちは、

この飯田の景色や自然を愛していて、私

も同じものを心に残すことが出来たと思

います。特に、朝の山の上からみる雲海は

忘れられません。

「飯田市」は、人の輪や自然を愛する事

を学べる素晴らしい場所だと思います。

お世話になった農家さんと

人との繋がり、
自然とのふれあい

中村涼音

東京農業大学国際食料情報学部食料環境経済学科　２年

（新潟県長岡市出身）

なかむら すずね

No.４３



年1.40%

当座貸越型
証書貸付型・証書貸付型リピートプラン

※別途保証料0.48％が金利に加算されます。

【ご融資期間】
当座貸越期間（在学中）：最長5年
※6年制大学等は7年以内
証書貸付期間（卒業後）：最長10年
【ご融資金額】
500万円以内（50万円以上）

【ご融資期間】
16年以内
【ご融資金額】
1,000万円以内

（しんきん保証基金保証）

●入学金・授業料、その他教育関連資金（下宿費用なども含む）にお使いいただけます。
●お子さまの在学中はお利息のみのお支払いで、お子さまの卒業後ご返済を開始できます。
●店頭、ホームページにて返済額の試算ができます。
●ご融資期間中の一部・全額の繰上返済の際には、当金庫所定の手数料が必要となります。
●審査の結果、ご希望に添えない場合もございますのであらかじめご了承ください。
●詳しい説明書は窓口に用意しています。

ローンセンター名古熊 70120-841-160

教育資金もATMででで 教育カードローン取り扱い中！

キャンペーン期間 平成29年4/28金まで

●広報いいだ　2月

変動金利

年1.50%
※別途保証料が金利に加算されます。証書貸付型0.48％、リピートプランは0.25％

変動金利

●当座貸越型 ●証書貸付型●証書貸付型リピートプラン
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方

法
に
は
、
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
割
引
き
さ
れ
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
種
類
の
納
付
方
法
が
あ

り
ま
す
。

▼
納
付
書

４
月
初
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で
、

５
月
１
日
ま
で
に
現
金
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※
６
カ
月
前
納
と
１
年
前
納
が

あ
り
ま
す
。

※
４
月
分
の
保
険
料
か
ら
現
金

に
よ
る
２
年
前
納
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
現
金
に
よ
る
２

年
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
市
役
所
、
各
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
飯
田
年
金

事
務
所
で
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

▼
口
座
振
替
納
付

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、

飯
田
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

役
所
で
、
２
月
末
ま
で
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
ち
物

年
金
手
帳
、
通
帳
、
口
座
届

出
印

※
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、

２
年
前
納
が
あ
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
納
付
は
現
金
納
付

よ
り
も
割
引
に
な
り
ま
す
。

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

飯
田
年
金
事
務
所
ま
た
は
市

役
所
で
、
２
月
末
ま
で
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、

２
年
前
納
が
あ
り
ま
す
。

○
持
ち
物

年
金
手
帳
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
（
本
人
、
配
偶
者
以
外

の
名
義
の
場
合
は
同
意
書
が

必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
民
課

　
市
民
窓
口
係

内
線
５
４
２
８
・
５
４
２
９

○
飯
田
年
金
事
務
所

０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１

国
民
年
金
保
険
料
お
得
な

１
年
前
納
・
２
年
前
納

６カ月前納

１年前納

２年前納

毎月納付（割引なし）

納付書・クレジットカード納付

９６,７７０円

１９１,６６０円

―

年間１９５,１２０円（１６,２６０円×１２カ月）

割引額

１,１１０円

４,０９０円

１５,６９０円 (２年で )

割引額

７９０円

３,４６０円

―

口座振替納付

１９１,０３０円

９６,４５０円

３７７,３１０円

※納付額・割引額は、平成２８年度の金額です。平成２９年度は変更になる予定ですので、ご注意ください。

（参考）前納した場合の納付額（平成２８年度）

　
訓
練
生
の
一
年
間
の
成
果
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
１８
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

（
東
新
町
２
―
３０
）

▼
主
な
内
容

○
各
科
訓
練
生
制
作
作
品
の
展

示
○
制
作
品
な
ど
の
即
売
コ
ー
ナ

ー
・
編
物
、
洋
裁
、
和
裁
、
木
材

工
芸
各
科
の
小
物
類

・
藤
蔓
製
花
台
、
花
苗

・
あ
ず
ま
や
、
踏
み
台
、
小
鳥

小
屋
、
菜
箸
な
ど
の
木
工
品

販
売
を
予
定

○
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
木
造
建
築
科
に
よ
る
工
作
コ

ー
ナ
ー

※
当
日
は
、
入
校
を
希
望
さ
れ

る
方
へ
の
訓
練
内
容
説
明
と

入
校
手
続
き
も
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

職
業
訓
練
法
人
飯
田
協
会

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

０
２
６
５（
２
３
）５
８
４
４

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

の
技
能
展
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平
成
２９
年
度
の
妙
琴
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
調
整
会

議
を
開
催
し
ま
す
。
年
間
を
通

し
て
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

３
月
１
日
㈬

午
後
１
時
３０
分
～

▼
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
２
階

Ｃ
２
１
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

管
理
課

　
管
理
係

内
線
２
７
１
６

妙
琴
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

利
用
者
調
整
会
議

　
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

　
長
年
医
療
機
関
で
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
経
験
が
あ
る
専
門
相

談
員
が
、
あ
な
た
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
な
が
ら
無
料
で
相
談

に
応
じ
る
ほ
か
、
検
査
や
治
療

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い

ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
人

　
飯
田
市
に
住
所
の
あ
る
方

▼
面
接
相
談
日
・
時
間

○
２
月
１４
日
㈫

午
後
１
時
～
５
時

○
２
月
２８
日
㈫

午
後
３
時
～
７
時

○
３
月
１４
日
㈫

午
後
１
時
～
５
時

○
３
月
２８
日
㈫

午
後
３
時
～
７
時

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
４５

分
程
度
を
予
定
。

▼
相
談
場
所

市
役
所
本
庁
舎
敷
地
内

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
相
談
室

▼
予
約
方
法

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
電

不
妊
・
不
育
に
関
す
る

相
談
日
を
開
設

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
１
日
に
つ
き
先
着
４
組
ま
で
。

▼
持
ち
物

相
談
日
当
日
ま
で
に
「
事
前

シ
ー
ト
」
へ
記
入
し
、
相
談

前
に
直
接
相
談
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
事
前
シ
ー
ト
の

様
式
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

保
健
課

　
健
康
推
進
係

内
線
５
５
１
３

不
妊
・
不
育

　
平
成
２９
年
度
が
ん
検
診
申
込

書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
。

職
場
な
ど
で
が
ん
検
診
を
受
け

る
機
会
の
な
い
方
は
ぜ
ひ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
受
診
状
況
調
査
も
兼
ね
て
い

ま
す
の
で
、
市
の
検
診
を
受
け

る
・
受
け
な
い
に
関
わ
ら
ず
ご

記
入
い
た
だ
き
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
２９
年
度
が
ん
検
診

申
込
書
の
提
出

　
平
成
２８
年
度
飯
田
市
の
大
腸

が
ん
検
診
（
７
～
１０
月
実
施
）

を
申
し
込
み
、
受
診
さ
れ
な
か

っ
た
方
で
、
大
腸
が
ん
検
診
の

検
体
容
器
を
お
持
ち
の
方
は
返

却
を
お
願
い
し
ま
す
。
青
い
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
開
封
し
て
い
な
い

未
使
用
容
器
に
限
り
ま
す
。

▼
返
却
期
限

　
２
月
２８
日
㈫

▼
返
却
・
問
い
合
わ
せ

○
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
保

健
師
）

○
り
ん
ご
庁
舎

保
健
課

　
保
健
指
導
係

内
線
５
３
０
４

大
腸
が
ん
検
診
未
使
用

容
器
を
返
却
く
だ
さ
い

▼
提
出
期
限

　
２
月
６
日
㈪

▼
提
出
方
法

お
届
け
し
た
文
書
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
世
帯

２０
歳
以
上
の
女
性
、
３５
歳
以

上
の
男
性
で
検
診
対
象
と
な

る
方
が
い
る
世
帯

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

○
各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
保

健
師
）

○
り
ん
ご
庁
舎

保
健
課

　
保
健
指
導
係

内
線
５
３
０
４

　
児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん

に
児
童
手
当
の
２
月
支
給
分

（
平
成
２８
年
１０
月
分
～
平
成
２９

年
１
月
分
）
を
振
り
込
み
ま
す
。

▼
振
込
日

２
月
１０
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　
家
庭
係

　

内
線
５
７
３
７

児
童
手
当
２
月
期
分
の

支
払
い
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若
者
た
ち
が
地
域
の
人
材
と

し
て
自
立
す
る
た
め
の
、
よ
り

良
い
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

趣
旨
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

２
月
２３
日
㈭

午
後
１
時
３０
分
～

▼
場
所

飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

２
階
集
会
室

▼
講
師

黒
岩
長
造
さ
ん

（
飯
田
女
子
短
期
大
学
教
授
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１

若
者
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
会

　
川
本
人
形
美
術
館
で
は
展
示

替
え
に
か
か
る
臨
時
休
館
を
し

ま
す
。

▼
臨
時
休
館
期
間

２
月
２０
日
㈪
～
２２
日
㈬

※
２
月
２３
日
㈭
か
ら
開
館
１０
周

年
記
念
展
示
と
し
て
、「『
三

国
志
』
英
雄
列
伝
『
平
家
物

語
』
栄
華
・
木
曽
と
鎌
倉
」

に
な
り
ま
す
。
（
現
在
展
示

中
の
「
三
国
志

　
後
漢
末
～

川
本
人
形
美
術
館

展
示
替
え
臨
時
休
館

　
中
央
・
鼎
・
上
郷
図
書
館
は
、

蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
と
お

り
臨
時
休
館
を
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蔵
書
点
検
に
よ
る

図
書
館
臨
時
休
館

　
認
知
症
は
早
期
に
適
切
な
対

応
を
と
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
進

行
を
遅
ら
せ
た
り
、
怒
り
っ
ぽ

く
な
る
、
暴
力
を
ふ
る
う
、
徘

徊
を
す
る
な
ど
の
問
題
行
動
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
は
認
知
症
の
方
へ
の
適
切
な

対
応
や
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
る

よ
う
支
援
し
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全

に
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

▼
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
と
は

飯
田
市
と
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
相
談
窓
口
と
な
り
、

認
知
症
の
早
期
対
応
の
支
援

を
集
中
的
（
６
カ
月
以
内
）

に
行
い
、
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る

専
門
医
、
保
健
師
な
ど
の
専

門
職
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
支

援
チ
ー
ム
で
す
。

▼
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
の
支
援
内
容

○
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
自

宅
を
訪
問
し
、
認
知
症
の
程

度
を
把
握
し
ま
す
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
設
置

○
専
門
医
を
交
え
た
チ
ー
ム
員

会
議
で
必
要
な
医
療
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

関
係
機
関
と
連
携
し
必
要
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
支
援
に
つ
な
が
っ
た
後
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
引

き
継
ぎ
支
援
を
終
了
し
ま
す
。

▼
支
援
の
対
象
者

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
４０
歳

以
上
の
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

方
で
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
方

②
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

が
認
知
症
の
対
応
に
困
っ
て

い
る
方

▼
設
置
日

２
月
１
日
㈬

▼
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課

地
域
包
括
ケ
ア
係

内
線
５
７
５
５

▼
臨
時
休
館
期
間

○
中
央
図
書
館

　
２
月
１４
日
㈫
～
１７
日
㈮

○
鼎
図
書
館

　
２
月
２１
日
㈫

○
上
郷
図
書
館

　
２
月
２２
日
㈬
・
２３
日
㈭

※
２
月
２４
日
は
、
毎
月
の
定
期

休
館
日
（
第
４
金
曜
日
）
の

た
め
、
３
館
と
も
休
館
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

三
顧
の
礼
～
」
は
２
月
１９
日

㈰
ま
で
。）

※
臨
時
休
館
に
伴
い
、
前
号
で

お
知
ら
せ
し
た
「
あ
れ
や
こ

れ
や
の
人
形
芝
居
展
」
は
２

月
１９
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

川
本
喜
八
郎
人
形
美
術
館

０
２
６
５（
２
３
）３
５
９
４
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飯
田
市
議
会
平
成
２９
年
第
１

回
定
例
会
が
開
会
し
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

な
ど
の
議
案
、
請
願
、
陳
情
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
、

委
員
会
と
も
個
人
ま
た
は
団
体

で
自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

　
市
政
運
営
や
議
会
活
動
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、

団
体
な
ど
大
勢
で
の
傍
聴
の

際
は
事
前
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
小
中
学
校
な
ど
の
傍
聴
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
平
成
２９
年
第
１
回
定
例
会
の

主
な
日
程

○
開
会

２
月
２３
日
㈭

○
一
般
質
問

３
月
７
日
㈫
、
８
日
㈬

○
総
務
委
員
会

３
月
１０
日
㈮

○
社
会
文
教
委
員
会

３
月
１３
日
㈪
、
１４
日
㈫

○
産
業
建
設
委
員
会

３
月
１６
日
㈭
、
１７
日
㈮

市
議
会
の
傍
聴
に
お
越

し
く
だ
さ
い

○
特
別
委
員
会

　
３
月
１５
日
㈬

○
閉
会

　
３
月
２３
日
㈭

※
開
会
時
間
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局

内
線
５
６
１
１
・
５
６
１
２

　
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
古
墳
か

ら
出
土
す
る
ガ
ラ
ス
製
の
玉
を

「
と
ん
ぼ
玉
」
と
呼
び
ま
す
。

と
ん
ぼ
玉
を
昔
の
作
り
方
で
作

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
多
少
の
コ

ツ
を
つ
か
め
ば
誰
で
も
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ぎ
や
ま
ん
工
房

（
と
ん
ぼ
玉
づ
く
り
）

▼
対
象

小
学
生
高
学
年
以
上

※
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
。

▼
日
時

２
月
２６
日
㈰

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

　
上
郷
考
古
博
物
館

▼
定
員

　
２４
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
を
優
先
と
し
て
抽
選

を
行
な
い
ま
す
。

▼
参
加
費

小
中
学
生

　
　
４
０
０
円

高
校
生
以
上

　
５
０
０
円

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）
、
電
話
番
号
、
参
加
経

験
の
有
無
を
明
記
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

２
月
１９
日
㈰
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
６

kouko@
iida-m

useum
.org

▼
対
象

○
初
級
編

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
触
る
方

で
、
基
本
操
作
か
ら
文
書
作

成
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
礎

を
習
得
し
た
い
方
。

○
活
用
編

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
礎

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

～
初
級
編
・
活
用
編
～

を
習
得
済
み
で
、
一
般
事
務

に
要
求
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
技

術
を
習
得
し
、
就
労
を
考
え

て
い
る
方
。

▼
日
時

３
月
１７
日
㈮
、
２１
日
㈫
、
２４

日
㈮
、
２８
日
㈫
、
３１
日
㈮

（
全
５
回
）

午
前
９
時
～
正
午

（
各
回
３
時
間
）

※
初
級
編
・
活
用
編
と
も
に
同

じ
日
程
で
す
。

▼
場
所

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
松
尾
明
）

※
初
級
編
・
活
用
編
と
も
に
同

じ
場
所
で
す
。

▼
定
員

○
初
級

　
５
人
程
度

○
活
用

　
５
人
程
度

▼
申
込
方
法

　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
２
月
２８
日
㈫

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

く
ら
し
に
役
立
つ

法
律
の
は
な
し

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
法
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

２
月
２２
日
㈬

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

▼
講
師

村
松
将
太
さ
ん
（
村
松
将
太

法
律
事
務
所
弁
護
士
）

▼
テ
ー
マ

相
続
の
基
本
、
遺
言
状
作
成

の
基
本
～
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の

た
め
の
基
礎
知
識
～

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８
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室
内
で
の
お
話
と
屋
上
で
の

星
見
を
セ
ッ
ト
に
し
た
講
座
で

す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加

で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
お

子
さ
ん
は
保
護
者
の
方
と
ご
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
１９
日
㈰

午
後
６
時
～
８
時
３０
分

○
講
座
／
午
後
６
時
～
７
時

○
星
見
会
／
午
後
７
時
～
８
時

３０
分

▼
場
所

美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

※
正
面
向
か
っ
て
右
側
（
追
手

町
小
学
校
側
）
の
屋
外
階
段

を
上
り
、
科
学
工
作
室
へ
直

接
お
入
り
く
だ
さ
い
。

▼
講
師

飯
田
御
月
見
天
文
同
好
会
の

皆
さ
ん

▼
テ
ー
マ

冬
の
星
座
と
カ
ノ
ー
プ
ス

▼
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

美
博
の
天
文
講
座

　
日
本
画
初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
、
題
材
は
風
景
、
人
物
、

静
物
な
ど
自
由
。
箔
を
使
っ
た

表
現
も
含
め
、
個
々
の
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
１
日
半
の
日
本
画
制

作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

▼
対
象

日
本
画
初
心
者
か
ら
経
験
者

▼
日
時

○
３
月
４
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
４０
分

○
３
月
５
日
㈰

午
前
９
時
４０
分
～
午
後
４
時

４０
分

▼
場
所

美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
講
師

滝
沢
具
幸

（
日
本
画
家
、
美
術
博
物
館

館
長
）

▼
定
員

２０
人
（
定
員
を
越
え
た
場
合

は
抽
選
）

▼
参
加
費

　
２
０
０
０
円

※
材
料
費
別
、
創
画
会
７０
周
年

記
念
展
チ
ケ
ッ
ト
進
呈
。

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

日
本
画
経
験
の
程
度
を
明
記

の
上
、
郵
便
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

２
月
１９
日
㈰

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

〒
３
９
５
―
０
０
３
４

追
手
町
２
―
６
５
５
ー
７

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

０
２
６
５（
２
２
）５
２
５
２

滝
沢
具
幸
（
美
博
館
長
）

日
本
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
び
は
く
学
芸
祭
は
美
博
の
学

芸
員
・
専
門
研
究
員
お
よ
び
地

域
の
研
究
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ

る
研
究
成
果
を
発
表
す
る
会
で

す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
調
査
研

究
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
学
際
的
な
交
流
を

深
め
る
場
と
し
ま
す
。

▼
日
時

２
月
１１
日
㈷

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

▼
場
所

美
術
博
物
館

▼
内
容

口
頭
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

第
９
回
び
は
く
学
芸
祭

飯
田
市
美
術
博
物
館

　
ひ
な
祭
り
の
お
祝
い
に
ぴ
っ

た
り
。
見
た
目
も
か
わ
い
い
飾

り
巻
き
ず
し
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は

お
勤
め
の
方
ど
な
た
で
も
。

▼
日
時

２
月
２０
日
㈪

午
後
１
時
３０
分
～

▼
場
所

飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

１
階
料
理
教
室

▼
講
師

菊
原
訓
子
さ
ん
（
飾
り
巻
き

ず
し
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員

　
１６
人
（
先
着
順
）

▼
材
料
費

　
６
０
０
円

　

▼
持
ち
物

巻
き
す
、
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
、
サ
ラ

ン
ラ
ッ
プ

▼
申
込
方
法

材
料
費
を
添
え
て
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
窓
口
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

▼
申
込
締
切

　
２
月
１３
日
㈪

ひ
な
祭
り
の

飾
り
巻
き
ず
し
講
座

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１

　
か
つ
て
上
飯
田
村
は
、
飯
田

町
を
ぐ
る
り
と
と
り
囲
む
よ
う

な
不
思
議
な
形
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
風
越
山
の
麓
に
は
、

信
仰
に
ま
つ
わ
る
地
名
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。「
上
飯
田
」

の
歴
史
や
特
徴
を
、
地
名
を
通

し
て
学
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

２
月
１２
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
講
師

今
村
光
利
さ
ん

（
伊
那
谷
地
名
研
究
会
会
員
）

▼
テ
ー
マ

上
飯
田
―
そ
の
歴
史
と
地
名

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

第
１５
回
伊
那
谷
地
名
講
座

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
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信
州
出
身
の
学
生
に
「
快
適

な
生
活
環
境
を
安
く
提
供
す
る

こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
専
ら

寮
生
に
よ
る
自
治
、
共
同
生
活

を
通
し
て
人
間
形
成
に
役
立
つ

よ
う
運
営
し
て
い
る
学
生
寮
で

す
。

▼
所
在
地

東
京
都
小
金
井
市
東
町

３
―
１７
―
４３

▼
入
寮
資
格

県
内
出
身
の
男
子
で
、
平
成

２９
年
に
首
都
圏
の
４
年
生
大

学
（
医
・
薬
は
６
年
）
に
入

学
予
定
の
方
。
ま
た
は
既
に

大
学
に
在
籍
し
て
い
る
方
。

▼
募
集
人
員

　
約
２５
人

▼
所
要
経
費

○
入
寮
金

　
５
万
円

○
月
平
均
費
用

４
万
７
千
円
～
５
万
円

学
生
寮
「
信
濃
寮
」

寮
生
募
集

（
部
屋
代
・
朝
夕
食
費
・
水

道
光
熱
費
な
ど
込
み
）

▼
出
願
方
法

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
必

要
書
類
を
請
求
し
、
面
接
希

望
日
の
３
日
前
ま
で
に
出
願

し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
寮
願
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
入
寮
選
考
面
接
会

○
日
時

２
月
１９
日
㈰
、
３
月
４
日
㈯

午
後
１
時
～

○
場
所

り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

　
信
州
学
生
協
会

０
４
２
２（
３
２
）５
４
７
９

shinanodorm
itory@gm

ail.com

信
濃
寮

　
南
信
州
地
域
で
生
産
さ
れ
る

農
林
水
産
物
や
加
工
品
を
積
極

的
に
使
っ
て
、
地
域
内
外
に
食

文
化
を
発
信
し
「
域
産
域
消
の

食
育
活
動
」
を
推
進
す
る
店
舗

を
「
域
産
域
消
の
食
育
店
」
と

し
て
認
定
し
ま
す
。

▼
応
募
要
件

　

市
内
に
店
舗
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
営
業
実
績
が
あ
る
こ

と
。
か
つ
次
の
基
準
を
す
べ

て
満
た
す
こ
と
。

○
地
元
産
食
材
を
積
極
的
に
活

用
す
る

○
域
産
域
消
の
食
育
活
動
を
推

進
す
る

○
広
告
宣
伝
活
動
を
推
進
す
る

▼
募
集
期
間

２
月
１
日
㈬
～
２８
日
㈫

▼
応
募
方
法

所
定
の
様
式
に
記
入
し
、
応

募
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

域
産
域
消
の
食
育
店

募
集

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

○
農
業
課

　
生
産
振
興
係

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

○
保
健
課

　
保
健
指
導
係

　
内
線
５
３
０
４ 

域
産
域
消

　
市
営
住
宅
お
よ
び
飯
伊
地
区

の
県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
期
間

２
月
１５
日
㈬
～
２４
日
㈮

（
２
月
１８
日
㈯
・
１９
日
㈰
も

受
け
付
け
ま
す
）

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

▼
抽
選
日
時

○
県
営
住
宅

３
月
９
日
㈭

　
午
前
１０
時
～

○
市
営
住
宅

３
月
９
日
㈭

　
午
後
１
時
～

▼
抽
選
場
所

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

飯
田
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
内
容
な
ど

募
集
団
地
な
ど
の
詳
細
は
２

月
８
日
㈬
公
表
予
定
で
す
。

応
募
条
件
、
必
要
書
類
な
ど

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
上
村
・
南

信
濃
地
区
の
市
営
住
宅
は
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

入
居
者
募
集

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
集
情

報
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

飯
田
管
理
セ
ン
タ
ー

（
追
手
町
２
―
６
４
１
―
４７
）

０
２
６
５（
４
８
）０
４
６
０

長
野
県
住
宅
供
給
公
社

　
子
育
て
を
し
な
が
ら
再
就
職

を
希
望
す
る
女
性
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
扶
養
内
で
の
働
き
方
、
働
き

た
い
時
間
帯
で
条
件
の
合
う
仕

事
の
探
し
方
や
現
在
の
求
人
情

報
、
今
後
を
見
据
え
た
仕
事
選

び
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
着
実
で

効
率
の
よ
い
再
就
職
を
支
援
し

ま
す
。
参
加
費
無
料
、
無
料
託

児
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時

２
月
１６
日
㈭

午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
東
栄
町
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

下
伊
那
地
方
事
務
所

商
工
観
光
課

就
業
支
援
員
（
原
）

０
８
０（
８
４
９
２
）６
４
８
１

子
育
て
マ
マ
向
け
再
就
職

活
動
前
準
備
セ
ミ
ナ
ー

に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。

お知らせに記載してある
４桁の内線番号をお告げください。

0265-22-4511
市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方
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【普通課程】 ※テキスト代、道具代が別途必要です。

【短期課程】 ※材料費、道具代などが別途必要です。

訓練科名
訓　練　計　画

募集定員
受　 講 　料 （※）

（入校申込金 １０,０００円）

木造建築科 １０人 年間　６０,０００円

配　管　科 １０人 年間　６６,０００円

訓練科名
訓　練　計　画

募集定員
受　 講 　料 （※）

（入校申込金 ５,０００円）

各コース

１５人
１カ月　７,０００円

木材工芸科

表　具　科

園　芸　科

コース名
訓　練　計　画

募集定員
受　 講 　料 （※）

（入校申込金 ５,０００円）

各コース

１２人
１カ月　８,０００円

各コース

１２人
１カ月　４,５００円

曜日 期 間 年間日数 １日の授業時間

曜日 期 間 年間日数 １日の授業時間

曜日 期 間 日数 授業時間

【短期課程　パソコン科】 ※ご自身のノートパソコンを持込んでいただきます。テキスト代が別途必要です。

入 　 門

趣味活用

入 　 門

趣味活用

昼
の
部

夜
の
部

水

火
２年間 ５０日

８：４０～１６：３０

８：４０～１７：２０

月

火

月

火

水
１年間 ４５日 ９：３０～１５：３０

木

金

火

木

金

火
９：３０～１５：３０

木
６カ月 ２１日

木
１８：３０～２１：００

水

編　物　科

（２コース）

和　裁　科

（２コース）

洋　裁　科

（３コース）

▼
募
集
期
間

　
２
月
１３
日
㈪
～
３
月
１０
日
㈮

飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

平
成
２９
年
度
訓
練
生

　
飯
田
文
化
会
館
で
は
、
７０
年

代
に
フ
ォ
ー
ク
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
た
豪
華
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集

う
「
第
３
回
飯
田
フ
ォ
ー
ク
フ

ェ
ス
タ
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
事
業
の
企
画
運

営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
実

行
委
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象

○
飯
田
下
伊
那
に
在
住
ま
た
は

勤
務
さ
れ
て
い
る
１８
歳
以
上

の
社
会
人

○
主
に
平
日
の
夜
間
に
行
う
数

回
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

▼
主
な
活
動
内
容

事
業
の
企
画
・
準
備
、
チ
ケ

ッ
ト
販
売
、
当
日
の
運
営

（
受
付
な
ど
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
文
化
会
館

　
事
業
係

内
線
４
２
２
０

飯
田
フ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ

実
行
委
員
募
集

▼
受
付
時
間

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▼
入
校
手
続
き

○
当
校
備
え
付
け
の
入
校
申
込

書
に
所
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
時
に
入
校
申
込
金
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
訓
練
計
画
・
募
集
定
員
な
ど

　
下
表
の
と
お
り
。

▼
普
通
課
程
の
入
校
対
象
者

募
集
科
の
職
種
に
従
事
し
、

雇
用
主
か
ら
派
遣
さ
れ
週
１

回
の
訓
練
が
受
け
ら
れ
る
方
。

※
短
期
課
程
は
、
応
募
者
数
が

８
人
未
満
の
場
合
、
開
講
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
東
新
町
２
―
３０

　
職
業
訓
練
法
人
飯
田
協
会

　
飯
田
高
等
職
業
訓
練
校

０
２
６
５（
２
３
）５
８
４
４

市の
ウェブサイトを

ご覧ください

市の
ウェブサイトを

ご覧ください

市の
ウェブサイトを

ご覧ください
飯田市役所



飯田市起業家ビジネスプランコンペ公開イベント飯田市起業家ビジネスプランコンペ公開イベント

つどえ未来の起業家たち！

   飯田市起業家フェスタ☆
つどえ未来の起業家たち！

   飯田市起業家フェスタ☆

２月１９日㈰

飯田市役所本庁舎 Ｃ棟 Ｃ３１１会議室

第１部／起業家セミナー「私はこうして起業した！」

第２部／「コンペファイナリストと語ろう！」

第３部／未来の起業家交流会＆個別相談

内

　

容

日　　時

場　　所

金融政策課　　　　０２６５（５９）７１６１

２月１６日（木）申込締切

参加申込・問い合わせ

定員５０人

午前１０時～午後５時

２０１７.２.１［広報いいだ］19

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金

相
談
を
よ
り
丁
寧
で
効
率
的
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
年
金
相

談
の
予
約
制
を
拡
充
し
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
年
金
事
務
所
に
お
越
し
に
な

る
前
に
予
約
す
る
と
ス
ム
ー
ズ

で
す
。

▼
予
約
方
法

相
談
希
望
日
１
カ
月
前
か
ら

予
約
相
談
の
前
日
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
年
金
相
談
窓
口

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
は
、

相
談
者
お
よ
び
配
偶
者
氏
名
、

基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、

相
談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

年
金
事
務
所
の
予
約
相
談

　
建
築
士
会
に
よ
る
空
き
家
に

関
す
る
無
料
相
談
を
開
催
し
ま

す
。

▼
対
象

空
き
家
所
有
者
ま
た
は
空
き

家
を
利
活
用
し
よ
う
と
す
る

方
▼
日
時

３
月
６
日
㈪

午
後
１
時
～
４
時

▼
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
２
階

２
１
２
号
会
議
室

▼
担
当

建
築
士
会
所
属
の
建
築
士

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　
２
月
２７
日
㈪

※
現
地
に
て
相
談
さ
れ
る
場
合

は
相
談
者
に
実
費
を
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

空
家
等
対
策
担
当

内
線
５
４
３
１

空
き
家
に
関
す
る

無
料
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談

　
各
種
許
認
可
申
請
な
ど
の
行

政
手
続
き
、
遺
言
、
相
続
な
ど

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
行
政
書

士
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時

２
月
１９
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ

ー
▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
行
政
書
士
会
飯
田
支

部
０
２
６
５（
２
２
）１
１
７
１

受付

飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ
飯田市立病院の外来診療受付時間は

時間内の受付にご理解とご協力をお願いします。

午前８時３０分～
　午前１１時３０分です。

● 問い合わせ　　　　０２６５-２１-１２５５

結いターンキャリアデザイン室
イメージキャラクター

「ゆいたん」

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室 内線３５１２
http://www.city.iida.lg.jp/site/yuiturn/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン



各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

市役所Ａ棟１階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

市役所C棟１階

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

市役所Ａ棟３階
教育相談室
内線３７２１

３月１４日㈫
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

２月２７日㈪
３月１３日㈪
１３：３０～

りんご庁舎３階
保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８１

まいさぽ 飯 田
生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

２月２１日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週水・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

２月２２日㈬
３月８日㈬

１２：３０～１５：３０

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護
予防や生活の
相談

成年後見相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心

　

配

　

ご

　

と

　

相

　

談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

市役所Ａ棟１階

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特別相談
（法律的）

一般相談ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

（予約制）

子 育 て 相 談

教育支援・就学相談

家庭児童相談

内線５３４３

内線５３４２

内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

官公庁オークション　飯田市

インターネット公売

納税課では、税負担の公平性を保つため、市税

滞納者の自宅などを捜索して、財産を差し押さえ

ています。

差し押さえた財産は、ヤフー株式会社が提供する

インターネットサービス「Ｙａｈｏｏ！官公庁オークショ

ン」で公売して、市税へ充てています。

「飯田市インターネット公売ガイドライン」などを

ご確認いただき、ぜひご参加ください。
詳しくはこちらで検索

参加申し込み期間

２月１５日㈬ 午後１時～２７日㈪ 午後１１時 まで

入札期間

３月６日㈪ 午後１時～８日㈬ 午後１１時 まで
※インターネット上に物件が掲載されるのは、上記参加申し込み
期間中のみとなります。

▼問い合わせ／納税課　収納係　　内線５１５４

インターネット公売のお知らせ

市税の納期内納付をお願いします。
便利で確実な口座振替を推進しております。市内の金

融機関・郵便局または納税課窓口でお手続いただけます
ので、ご利用ください。

平成２８年度 第８回公売日程

［広報いいだ］２０１７.２.１20



※イラストはイメージです。

駅周辺の整備方針駅周辺の整備方針
リニア駅周辺については、長野県の南の玄関口および三遠

南信地域の北の玄関口にふさわしいものとするため、「リニア駅

周辺整備検討会議」で検討を進めてきており、基本計画の策定

に向けた基本的な考え方をまとめました。●問い合わせ／リニア整備課　内線３３３４

市民の皆さんと一緒に
作っていきます

基 本 的 な 考 え 方

これまで市民の皆さんからいただいた
意見を考慮しながら、基本計画を策定

します。

基本計画策定後も、リニア駅周辺整
備を進める中で出てくる課題に対し、

ワークショップなどの市民参画の機会

を設けて、市民の皆さんの意見を反映

していきます。

リニア駅周辺整備区域の整備コンセプト

必要と考える施設

❶ 機能的でコンパクトな駅空間

❷ 伊那谷らしさを感じられる駅空間

❸ 自然との調和を目指した駅空間

❹ 地域コミュニティの拠点となる駅空間

リニア駅利用者が複数のアクセス手段を活用で
きる交通広場

７５０台規模のパーク＆ライド駐車場

特産品や伝統文化など地域の紹介や情報を提
供する魅力発信施設

リニア駅利用者や地域住民が利用できる交流
施設・広場

合言葉は合言葉は合言合言合言合言合言合言葉葉は

ムトス！ムトス！
みんなが
主役！

華
齢
な
る
音
楽
祭

実
行
委
員
会

華
齢
な
る
音
楽
祭
を
こ
れ
ま
で
連
続
４
回
開

催
し
て
い
ま
す
。
出
演
者
は
生
き
生
き
と
し
て
い

て
、
会
場
も
満
席
と
な
る
盛
況
ぶ
り
で
す
。
数
名

の
有
志
で
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、長
野
県
シ
ニ

ア
大
学
飯
伊
学
部
の
シ
ニ
ア
大
学
生
や
、地
元
の

高
校
生
が
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
実
行
委

員
会
に
活
気
が
で
き
、ス
ム
ー
ス
な
運
営
が
で
き

て
い
ま
す
。シ
ニ
ア
大
学
生
と
高
校
生
、
出
演
者

と
高
校
生
が
と
も
に
助
け
合
う
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

音
楽
祭
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
と
若
者
の
協
働
と
い

う
素
晴
ら
し
い
世
代
間
交
流
が
自
然
と
育
ま
れ

て
い
ま
す
。音
楽
祭
の
出
演
者
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
た
め
、見
る
側
と
し
て
も

と
て
も
楽
し

め
る
ス
テ
ー

ジ
が
出
来
上

が
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も

さ
ら
な
る
音

楽

祭
の
充

実
、
世
代
間

交
流
に
挑

戦
し
て
い
き

ま
す
。

ムトス飯田推進委員会は、独創的で波及効果のあるまちづ
くり活動に対して助成金を交付して応援しています。この助
成事業を活用した、市民の皆さんの自主活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

合言葉は合言葉は

団体名

ムトス！ムトス！第１回

▲ステージで輝く出演者

出
場
資
格
６０
歳
以
上
の
ユ
ニ
ー
ク
な
音
楽
祭

２０１７.２.１［広報いいだ］21



市・県民税の申告と
所得税の確定申告の時期です

公的年金等の収入金額の合計が４００万円以下で確定申告が不要の方へ

次に当てはまる方は、市・県民税の申告書の提出が必要です。
公的年金の源泉徴収票に記載されている控除について、内容の追加や変更をする方
医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除、障害者控除、寄附金税額控除等の控除を追加する方
公的年金以外に２０万円以下の所得がある方

○収入が給与のみの方で、医療費控除、扶養控除など各種控除を追加する方

○収入が公的年金のみ、かつ公的年金の収入金額が４００万円以下の方で、医療費控除、扶養控除などの各種控除を追加する方

○給与・公的年金以外の収入（農業所得、不動産所得、一時所得、譲渡所得など）がある方（確定申告を提出する方を除く。）

○国や地方公共団体に土地等を譲渡（売却）した方

○平成２８年中に収入が無かった方、または障害年金、遺族年金、失業給付金などの非課税所得のみの方
※上記に該当する場合であっても、計算の結果、所得税の納付額または還付額が算出される方は、所得税の確定申告が必要です。確定申告
の詳細は、飯田税務署 ０２６５（２２）１１６５へお問い合わせください。

※青色申告の方、譲渡所得のある方、住宅借入金等特別控除を受ける方、その他申告の内容によっては、市役所および各地区の申告会場で

は所得税の申告をお受けできません。

申告相談会場にお持ちいただくもの

【お忘れなく】
マイナンバー（個人番号）の確認と身元確認を行うため、個人番号カードまたは通知カードと運転免許証等が必要となります。

○印鑑　　　○本人の預金口座のわかるもの

○平成２８年中の所得を明らかにできる書類　※平成２８年１～１２月までの全ての所得を申告していただきます。
給与や年金の源泉徴収票（原本）
営業等や農業、不動産の収支内訳書（当該所得のあった方）
上記以外の所得があった方……収入金額、必要経費の確認ができる書類など
○控除を受けるための証明書など　※証明書、領収書などがない場合、控除が受けられません。
生命保険料・地震保険料の控除証明書・国民年金保険料・国民年金基金掛金の社会保険料控除証明書
市役所保健課から届く申告用保険税（料）納付済額のお知らせ
身体障害者手帳など、障害の等級が確認できる証明書（障害者控除を受ける方）
医療費の領収書、高額療養費や生命保険などで医療費の補てんを受けた金額がわかる書類
寄附先の法人または、団体から交付された寄附金受領証明書（寄附金控除、寄附金税額控除を受ける方）

相談会場にお越しになる前に、事前の準備をお願いします。

各地区で開催する申告相談には多くの市民のみなさまがお越しになります。そのため、会場でお待ちいただく時間を少しでも
短くするため、次の点について、みなさまのご協力をお願いします。

○営業等、農業、不動産所得を申告される方
平成２８年１月から１２月までの収入の金額、必要経費の金額について、帳簿、領収書をもとに項目別に集計してからお越しくだ
さい。（会場で、領収書等を基に集計すると大変時間がかかってしまいます。）

○医療費控除を申告される方
平成２８年１月から１２月までの領収日が押された領収書を受診者ごと医療機関別に分け、それぞれの金額を集計してからお越
しください。

市・県民税の申告には、申告書作成ファイルをご利用いただけます。

ご自宅などで市・県民税申告書を作成できるファイルを飯田市のウェブサイトからダウンロードできます。
申告相談会場までお越しいただかなくても、自宅で入力、印刷した申告書を郵送または窓口で提出できます。
詳細は、飯田市ウェブサイトをご覧ください。

【注意事項】

●申告書作成ファイルは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社のＥｘｃｅｌ ２０１０にて動作の確認をしております。
Ｅｘｃｅｌの以前のバージョンや他の表計算ソフトでは、正常に作動しない場合があります。

●申告書作成ファイルでは、申告書のデータのインターネットを介した送信はできません。また、申告書の電子メール、ＦＡＸによる受
付も行っておりません。申告書を印刷して押印し、添付書類と共に税務課へ郵送または税務課窓口に提出をお願いします。

申告期限申告期限

３/１５㈮３/１５㈬

市・県民税の申告が必要な方 … 市役所へ市・県民税の申告書の提出をお願いします。
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例年午前９時頃、午後１時頃が混み合いますので、時間を見はからってお越しください。
また、２月８日から３月１５日までの間は、職員が各地区の申告相談に出張しています。この間に市役所税務課にお越しいただ

いたり、お電話いただいても、ご相談を受けることができませんのでご了承ください。

市・県民税　申告相談日程表

平日：午前９時～午前１１時３０分まで／午後１時～午後４時まで
３月１１日（土）　午前９時～正午まで 

※上村、南信濃地区のうち、木沢地区会館、八重河内地区館、下栗総合交流会館、程野区民センター、大町老人多目的
センターは、午後の受付時間が他会場と異なります。

受付時間：午前９時～午前１１時３０分まで／午後０時３０分～午後２時まで

申告相談の受付時間

■問い合わせ　　税務課　市民税係　内線５１６２ ／ 飯田税務署　 ０２６５（２２）１１６５

ご注意ください

受付日 曜日 地　　区 会　　　場
午前の部（９：００～１１：３０） 午後の部（１３：００～１６：００）

南信濃
木沢 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 木沢地区会館

八重河内 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 八重河内地区館

上村 下栗 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 下栗総合交流会館

南信濃 押出・夜川瀬

上村 程野 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 程野区民センター

南信濃 上大島・下大島・新町 漆平島・池口・本町 南信濃地域交流センター

上村 上村保健センター

南信濃 南和田 ※午後の部は１２：３０～１４：００ 大町老人多目的センター

下久堅 知久平・南原・小林 稲葉・下虎岩・柿野沢・虎岩 下久堅公民館

伊賀良
大瀬木・三尋石 中村

伊賀良公民館
上殿岡・下殿岡・三日市場 北方・育良町

三穂 伊豆木 立石・下瀬 三穂公民館

川路 ２区・３区・４区・５区 ６区・７区・８区 川路公民館

山本 東平・大明神・北平・中平・西平・南平 湯川・竹佐・箱川・久米・ニッ山 山本公民館

竜丘
桐林 時又・嶋

竜丘公民館
長野原・上川路 駄科

上郷
下黒田南・下黒田東 上黒田・下黒田北

上郷公民館
別府上・別府下 丹保・北条・飯沼南・南条

座光寺 座光寺公民館

上久堅 上久堅公民館

千代 千代公民館

龍江 １区・２区 ３区・４区 龍江公民館

鼎
中平・一色・名古熊 下山・西鼎・東鼎・下茶屋 鼎自治振興センター

（３階）上茶屋・上山 切石

松尾
水城・明・常盤台 寺所・清水・毛賀

松尾公民館
上溝・新井・城 久井・八幡町・代田

橋南・丸山 橋南 丸山

羽場

橋北・東野 橋北 東野

市役所庁舎
Ｃ３１１～Ｃ３１３

休日相談 ※受付は９：００～１３：００

予備日 地区の指定日に市・県民税の申告ができなかった人

地区の指定日に市・県民税の

申告ができなかった人

風張・堂平・越久保・森・小野子・

落倉・平栗・蛇沼

田力・荻坪・芋平・野池・米川

原平・中宮・下平・大鹿・上平

法全寺・山中・大郡・米峰・

毛呂窪・八ノ倉・下村

宮の前・唐沢・共和・下羽場・

中河原・中羽場・欠野・河原・

高岡・清水・恒川

市場通り・北市場・上野・

上野新町・万才・原・宮崎・大堤

相　談　指　定　地　区　お　よ　び　受　付　時　間

南信濃地域交流センター
樋口・山原・昭和通り・下和田・

下市場・尾の島・松島

上町・中郷

羽場

２月８日 水

２月９日 木

２月１０日 金

２月１３日 月

２月１４日 火

２月１５日 水

２月１６日 木

２月１７日 金

２月２０日 月

２月２１日 火

２月２２日 水

２月２３日 木

２月２４日 金

２月２７日 月

２月２８日 火

３月１日 水

３月２日 木

３月３日 金

３月６日 月

３月７日 火

３月８日 水

３月９日 木

３月１０日 金

３月１１日 土

３月１３日 月

３月１４日 火

３月１５日 水
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飯
田
市
社
会
福
祉
大
会

飯
田
市
社
会
福
祉
大
会

つながり　支え合う地域づくりテーマ

香港生まれ。

「ひなげしの花」で日本デビュー。一躍、アグネス・ブームを起こす。
その後、上智大学国際学部を経て、カナダのトロント大学（社会
児童心理学）を卒業。

国際青年年記念平和論文で特別賞を受賞。

北京首都体育館チャリティーコンサート。その後、芸能活動のみで
なく、ボランティア活動、文化活動にも積極的に参加する。

米国スタンフォード大学教育学部博士課程に留学。のちに教育学
博士号［Ｐｈ.Ｄ］取得。

日本ユニセフ協会大使に就任。

「ペスタロッチー教育賞」を受賞。

全国１１２ヶ所におよぶコンサートツアー「世界へとどけ平和への歌
声」を成功させ、第５０回日本レコード大賞の特別賞を受賞。

ユニセフ本部より「ユニセフ・アジア親善大使」に任命され、就任。

１９７２年

１９８４年

１９８５年

１９８９年

１９９８年

２００５年

２００８年

２０１６年

現在は、芸能活動以外にボランティア活動にも尽力し、東日本大震災をはじめとする世界各地の被災地支援にも関わり、
エッセイスト、大学教授、ユニセフ・アジア親善大使、日本対がん協会「ほほえみ大使」など、知性派タレント、文化人とし
て、世界を舞台に幅広く活躍している。

受 付
開会・表彰式典
講 演
閉 会

／
／
／
／

◎
◎
◎
◎

１２：２０～
１３：００～
１４：００～（９０分）
１５：４５

飯田文化会館 ホール 
※駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り合わせまたは公共交通機関などをご利用ください。

『みんな地球に生きるひと』 アグネス・チャン　さん講 演 講 師

※手話通訳・要約筆記あります

入場
無料
入場
無料

２月２２日（水）と　き

ところ

■
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ゆいきっず講座ゆいきっず講座
飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて …内線５３４６

◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日　９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）

★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５

★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

ゆいきっず広場か、こども家庭応援センターまでお申し込みください。

言語聴覚士のはなし

日時：２月２１日（火）　１０：００～（約３０分）　　
内容：主に言葉を話し始める１歳～２歳の言葉の

発達段階、言葉が豊かに育つ環境づくり
（具体的な大人の関わり方）など

講師：こども家庭応援センター　言語聴覚士
対象：市内在住、就学前の子どもを持つ保護者
申込締切：２月８日（水）

父親向け講座「ふれあい遊び」

日時：２月１９日（日）　１０：００～（約４５分）　　
内容：父親が家庭で行えるふれあい遊び
講師：長沼　香さん
対象：市内在住、就学前の子どもと父親

（母親、祖父母の参加も可能）

申込締切：２月１２日（日）

定員

１５組
定員

１５組

定員

１０組
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基調講演

飯田市公民館／ ０２６５（２２）１１３２　 ０２６５（２２）１０２２　 iccc01@city.iida.nagano.jp申し込み・問い合わせ

分 科 会

テーマ：未来へのバトンパス
　　　～世代間のつながりを深める～
【話題提供】 橋爪義人 さん （山本公民館　前文化委員長）

テーマ：育もう！いきいきとした子ども
【話題提供】 久保田稔樹 さん （伊賀良公民館三日市場分館　主事）

星野利宏 さん （座光寺公民館健全育成部　部長）

テーマ：次世代に想いをつなぐ地域文化
【話題提供】 久保田克彦 さん （伊豆木人形クラブ　後援会長）

木下翔太 さん （伊豆木人形クラブ卒業生）
小林正樹 さん （羽場獅子舞保存会　こども育成部長）、会員 の皆さん

テーマ：高齢期を支え合いと生きがいを持って
【話題提供】 小林敏弘 さん　（ＮＰＯ法人よつば　事務局長）

塩澤富士 さん　（鼎公民館上山分館　前分館長）

テーマ：私と地域にとっての公民館
【話題提供】 金森英喜 さん （東野公民館体育部副部長）

上郷地区郷土料理を考える会 の皆さん

テーマ：ムトスの心で、地域に活動の輪を広げよう！
【話題提供】 第３２回ムトス飯田賞受賞

華齢なる音楽祭実行委員会 の皆さん、夢くらぶ の皆さん

午後１時５５分～３時１５分 午後３時３０分～５時１５分

テーマ ： 「地元を創り直す
　　　　  ～田園回帰の時代～」

◆１９５９年、島根県益田市
生まれ。一橋大学経済
学部卒業。博士（マネ
ジメント）。㈱中国・地
域づくりセンターなどを
経て、１９９８年より現セ
ンター勤務。内閣府ま
ち・ひと・しごと創生本
部「地方創生における
中山間地域ワーキング」有識者委員、国土交
通省国土政策局「国土審議会計画推進部会
　住み続けられる国土専門委員会」委員他、
国・県委員多数。専門は、中山間地域論、地
域マネジメント、地域人口分析、地域経済論。

（島根県中山間地域研究センター研究統括監、
 島根県立大学連携大学院教授）

講　師 ： 藤山　浩 さん

●参加を希望される方は、飯田市公民館までご連絡

（電話・ＦＡＸ・メールのいずれか）をお願いします。

●ご不明な点は、飯田市公民館までお問い合わせください。

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

第
３
分
科
会

第
４
分
科
会

第
５
分
科
会

第
６
分
科
会

《併催：ムトス飯田学習会・第３２回ムトス飯田賞表彰式》《併催：ムトス飯田学習会・第３２回ムトス飯田賞表彰式》

第５４回 飯田市公民館大会第５４回 飯田市公民館大会

飯田市公民館飯田市公民館

２月１９日２月１９日
㈰㈰

午後１時～５時１５分 （受付 午後０時３０分～）午後１時～５時１５分 （受付 午後０時３０分～）

場所

日時

◎飯田市教育功労者表彰　　◎第３２回 ムトス飯田賞表彰

【 開会行事 】　　午後１時～１時４５分

５４回目を迎える今大会は、地域が大きく変貌しても心豊かな

くらしを実現できる持続可能な地域をめざして、１年間の活動の

成果を確認するともに、自分たちのくらしや生き方を見つめ直し、

互いの考えを深め合う機会として、また公民館が担う役割や活動

の方向性について考える機会として開催します。多くの皆さんの

ご参加をお待ちしています。
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州三市合同企画 第１３５回

日
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を
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花
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布
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い
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「
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な
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入
場
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ど
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こ
の
機
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浜
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。

浜名湖花フェスタ２０１７

３月１８日㈯～６月１１日㈰

イベント

会　　期

問い合わせ

①夜桜ライトアップ

②ヨルダン国花
「ブラックアイリス」特別公開
期間／４月上旬～中旬予定

駐日ヨルダン大使夫人から国交
樹立６０周年の証として寄贈され
た神秘の花。国内唯一となる珍し
い花をぜひご覧ください。

期間／３月２５日㈯～４月９日㈰

メイン会場展示・イベント
はままつフラワーパーク
☎０５３（４８７）０５１１

浜名湖花フェスタ全体に関して
浜名湖花フェスタ実行委員会
☎０５３（４８７）０１５２

ホームページからの総合情報

浜松だいすきネット
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人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２
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■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　　０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　　０２６５（２３）３５５２

保育士人形劇研修発表公演
日時：２月１１日㈷

①１０：００　②１３：３０

会場：竜丘公民館

入場料：２００円

りんごっこ劇場
日時：２月１２日㈰　①１０：３０　②１３：３０

会場：飯田女子短期大学　　入場料：２００円

人形劇定期公演 【２月】
日時：２月２６日㈰　１１：００開演予定

会場：飯田人形劇場　　　入場料：２００円

出演：でんでんむし、 人形劇講座初級コース

人形劇定期公演 【３月】
日時：３月４日㈯　１１：００開演予定

会場：飯田人形劇場　　入場料：２００円会場：飯田人形劇場　　入場料：２００円

いいだ人形劇
フェスタ

実行委員募集！
いいだ人形劇

フェスタ

実行委員募集！

いいだ人形劇フェスタ実行委員会事務局

いいだ人形劇フェスタを
企画・運営する市民実行委員を
募集中です。

０２６５（２３）３５５２ まで。

興味の
ある方は、

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇フェスタを

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

いいだ人形劇
フェスタ

［広報いいだ］２０１７.２.１26



りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコカフェ Info
りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活をちょっと

　エコな
生活を

２月８日㈬より申し込み受付開始します

２月のエコカフェ

★～脳をリラックス、
曼荼羅（マンダラ）塗り絵でカラーセラピー～
塗り絵で自分の状態を知ろう！
日時：２月２２日㈬　１０：００～１２：００
講師：小林清香さん （アトリエ　コトナ）
参加費：８００円（お茶付き）

★エコカフェフリー
日時：２月２４日㈮　１０：００～１２：００
講師をやってみたい！こんなことやってほしい！
などなど、コーディネーターが皆さんの意見を
お聞きします。

★人付き合いのヒントがたくさん！
～自分を知って楽しい人生～
日時：２月２８日㈫　１０：００～１２：００
講師：宮田美惠子さん
参加費：５００円（お茶付き）
持ち物：筆記用具

★ひな祭りの食卓を豪華に飾ろう！
～華やかちらしずし・高野豆腐のサラダ・
鶏胸肉のソーセージ～
日時：３月１日㈬　１０：００～１２：００
講師：牧内和江さん
参加費：８００円
持ち物：エプロン、三角巾

★心地よい動きで身体の調子を整えよう！
～ヨガで健康・リフレッシュ～
日時：３月１０日㈮

①１０：００～１１：００　②１１：１５～１２：１５
講師：身吉絵利香さん
参加費：３００円
持ち物：タオル、飲み物

「
冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
」

寒
い
時
期
は
、
自
宅
で

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
が
増

え
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。冬
は
暖

房
器
具
も
フ
ル
回
転
し
、
光

熱
費
も
気
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、エ
コ
で
楽

し
く
冬
を
過
ご
す
た
め
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
身
体
を

芯
か
ら
温
め
る
小
豆
カ
イ

ロ
。
天
然
繊
維
１
０
０
％
の

ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
で
袋
を

作
り
、そ
の
中
へ
小
豆
を
入
れ

ま
す
。そ
れ
を
電
子
レ
ン
ジ

で
３０
秒
か
ら
１
分
間
温
め
れ

ば
で
き
あ
が
り
。（
温
め
過
ぎ

に
注
意
）
水
分
を
多
く
含
む

小
豆
が
温
め
ら
れ
る
と
、
蒸

し
タ
オ
ル
の
よ
う
な
蒸
気
に

よ
る
湿
熱
が
発
生
し
、
体
を

効
率
よ
く
温
め
る
に
は
効
果

的
で
す
。使
い
捨
て
の
も
の
と

違
い
何
回
も
繰
り
返
し
て
使

え
、エ
コ
な
健
康
グ
ッ
ズ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
み
か
ん
風

呂
。
冬
の
代
名
詞
と
も
言
え

る
み
か
ん
で
す
が
、
食
べ
終

わ
っ
た
皮
は
捨
て
ず
に
入
浴

時
に
利
用
で
き
ま
す
。
敏
感

肌
の
方
は
注
意
が
必
要
で
す

が
、み
か
ん
に
含
ま
れ
る
リ
モ

ネ
ン
と
い
う
成
分
に
は
、
美

肌
・
美
白
効
果
や
身
体
を
温

め
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。ぬ
る
め
の
お
湯
に

つ
か
れ
ば
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
が
、
冬
は

お
湯
の
温
度
が
ど
ん
ど
ん
下

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。家
族
が

続
け
て
入
る
な
ど
効
率
よ
く

入
浴
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、入

浴
後
の
お
湯
に
も
み
か
ん
の

皮
の
洗
浄
効
果
が
あ
る
の

で
、そ
の
ま
ま
捨
て
ず
に
お
風

呂
掃
除
に
利
用
で
き
ま
す
。

寒
い
季
節
で
す
が
、
環
境

に
も
財
布
に
も
優
し
い
冬
の

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。
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※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りは出来
ません。

磯辺揚げもちづくり
２月１８日㈯
１０：３０～１２：００受付

材料費：１５０円

窯焼きクランブルづくり
２月２６日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

窯焼 きスコーンづくり（ホワイトデースペシャル）
３月１２日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

竹ぽっくりをつくろう
３月５日㈰ 
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円
場所：土の工房

冬の鳥調査隊
２月１９日㈰　１０：００集合
参加費：３０円（保険料）
集合場所：なかまの館
持ち物：望遠鏡または双眼鏡があれば持参
講師：大原 均さん

陶芸技術講座（全２回）
２月１８日㈯・１９日㈰　９：００～１５：００
材料費 ：２回で５,０００円
持ち物：エプロン
場所：土の工房
講師：加藤元秀さん（陶芸家）

スクラップブッキング～着色～講座（全１回）
２月１８日㈯・１９日㈰　※どちらか１日
１０：００～１５：００
材料費 ：３,０００円
持ち物：スクラップブッキングで飾る写真１枚
場所：なかまの館
講師：宮脇史枝さん
（国際スクラップブッキング協会　ＩＳＡ　２級インス
　トラクター）

大人向け理科実験講座
～回転の科学とコマの工作～（全１回）
２月２５日㈯　１０：００～１１：３０
場所：なかまの館
講師：元島亮夫さん（おもしろ科学工房スタッフ）

ワークショップの手法 を学ぼう（全１回）
２月４日㈯　１０：００～１６：００
場所：なかまの館　　講師：ダイラ（公園スタッフ）

手づくりパネルシアター講座（全２回）
２月５日㈰・１２日㈰　１０：００～１６：００
材料費：２回で１,５００円
場所：なかまの館
講師：パネルシアター劇団らぴか☆・れな（公園スタッフ）

初挑戦！デジタル一眼レフカメラ（全１回）
２月１１日㈷　１３：００～１７：００
持ち物：デジタル一眼レフカメラ

（ミラーレス可）
場所：なかまの館
講師：吉田哲也（公園スタッフ）

初心者向け！フラワーアレンジメント基礎講座（全２回）
２月１５日㈬・１６日㈭　１０：００～１５：００
材料費 ：２回で５,０００円
持ち物：エプロン
場所：なかまの館
講師：まーじゅ（公園スタッフ）
※予約受付：２月５日（日）まで
※両日参加できる方に限ります

羊の毛でアクセサリーづくり
３月５日㈰、１２日㈰　１１：００～１７：００
材料費：６００円～
場所：なかまの館
主催 ：アトリエＲｕｒｒｅ

けん玉教室
３月１１日㈯　１３：３０～１５：３０
場所：なかまの館　
主催：アップルけん玉クラブのみなさん

２月２０日㈪、２７日㈪、３月６日㈪、１３日㈪

対象：飯田下伊那地区に在住の
小学校３年生～中学校３年生

募集人数：２０人（応募多数の場合は選考となります）
年会費：３,０００円（年間保険料を含む）
活動場所：平成記念かざこし子どもの森公園
活動日時：月２回　土曜日／１０：００～１２：００
活動期間：平成２９年４月～平成３０年３月
申込方法：公園ホームページ内の申し込みフォームより

ご応募ください。
募集期間：１月２８日㈯～２月２８日㈫まで

飯田少年少女発明クラブ
平成２９年度　新規クラブ員募集！

食の工房体験学習

森森探検隊

木の工房体験学習

市民の皆さんによる活動

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

休館日（２月１５日～３月１４日の期間中）
※屋外は利用できます

森森大学院（成人向け教養講座）
※対象：中学生以上　　　※全講座予約制

※ご予約は公園事務局へお電話、または公園ホームペー
ジ内の申し込みフォームからお願いします。

※ご予約期間は特記がない場合、各講座の開講７日前ま
でです。（定員になり次第締め切り）

お知らせお知らせ

NEW

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料

飯田少年少女発明クラブ
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

飯田ＺＯＯウインターラリー
２月４日㈯～２６日㈰　（雨天中止）

動物川柳に挑戦しよう！
２月７日㈫～２６日㈰

動物の色塗り遊び
３月１８日㈯～２０日㈷
１０：３０～１５：００　（雨天中止）
材料費：１個 ２００円
※材料がなくなり次第終了

缶バッチ販売
３月１８日㈯～２０日㈷
１０：００～１５：００
材料費：１個 １００円

セロハン　ｄｅ　ステンドグラス
２月２５日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

キャンディポットづくり
３月４日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
材料費：１００円

ラミネート手形を
残そう！
３月１１日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

ウォーキングを楽しむ
２月１６日㈭　１３：３０～１５：３０　対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：周辺コースで健康ウォーキング。

冬の星空を科ガーク！
２月１６日㈭　１８：３０～２０：００
対象：幼児～成人
講師：吉住千亜紀（美術博物館）
内容：冬の星空はとってもキレイ。

河川工事と土砂バイパストンネル見学
２月１８日㈯　８：４５～１５：３０　対象：小学生以上
主催：天竜川上流河川事務所
内容：めったに見れない工事現場とトンネル探検
【予約先着２０人】

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動開始時間によって、変更する
場合があります。

みんなでリクガメをビッグにしよう！
１１：４５集合
人数：１日５組（各組１日１回づつ）
申込期間：前日の開園時間中まで
参加資格：１１：４５までに来園 できる方

２月２０日㈪、２７日㈪、３月６日㈪、１３日㈪

光と影の行灯作り（大人自然塾）
２月２１日㈫　９：００～１１：００　対象 ：成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：紅葉の押し葉が浮き出る行灯作り。

木の枝ですてきな人形作り
２月２５日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：今村公人 （地元の木工作名人）
内容：ひな人形を作って飾ろう！

絵手紙講座
３月２日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：楽しく描こう自分らしい絵手紙。

ポットホールを科ガーク！
３月４日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：村松　武 （美術博物館）
内容：ふしぎな石の穴ボコさがし。

デジカメ入門
３月８日㈬　９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島　功 （飯田市写真家）
内容：春からの野外撮影方法の学習。

ヒラタケ作りとキノコ汁
３月１１日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：自宅でヒラタケ栽培に挑戦！

森森子ども大学（子ども体験学習）

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

なかまの館体験学習

毎週土日・祝日のイベント （定期）

休園日（２月１５日～３月１４日の期間中）

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。
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植物油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率80％以上の再生紙を使用しています。

飯田市の人口（1/1現在）■人口＝103,494人（前月比－127）男49,539人／女53,955人  ■世帯数＝39,754世帯（前月比－82）
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